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第１回福山市廃棄物減量等推進審議会 議事概要 

 

２０１５年（平成２７年）１１月２７日（金）１０時００分～１１時４５分 

福山市役所本庁舎６階６０会議室 

 

出席委員数（１３名） 

委 員：藤井智恵子 委員，瀨尾敏治 委員，吉岡睦子 委員，藤井裕久 委員，瀬戸田誠 委員， 

萩田和照 委員，藤本和士 委員，柴田澄子 委員，（副会長）鶴崎健一 委員，（会長）藤井輝明 委員，

大原明子 委員，中安加代子 委員，佐藤彰三 委員 

 

事務局：経済環境局長，環境部長，環境総務課長，廃棄物対策課長，廃棄物対策課産業廃棄物担当課長， 

環境啓発課長，南部環境センター所長，南部環境センタークリーンセンター担当課長， 

西部環境センター所長，北部環境センター所長，北部環境センター新市業務担当課長， 

東部環境センター所長，環境総務課職員 

 

【承認・報告について】 

 事務局より，会議は公開で行うこととし，傍聴人は２名であることが報告された。また，委員１７名

中１３名の出席により定足数を満たしていることが確認された。 

 

【議事（１） ２０１４年度（平成２６年度）ごみ排出量等について】 

 事務局より説明後，質疑応答がされた。 

質 疑・提 案（委員） 応 答（事務局） 

事業系ごみの増加原因は。 景気回復により事業系ごみが増加傾向にある。 

事業系ごみの内容，組成はどのような状況か。 調査，分析していく。 

資源ごみが減少し可燃ごみが増加している原

因は。 

調査，分析していく。 

リサイクル率について，ＲＤＦ分を含まない場

合は他市町より低い状況にあるが，今後，どの

ような取組を検討しているのか。 

議事（２）の「一般廃棄物処理基本計画（素案）」

において取組を提案している。 

事業系ごみについては，紙ごみが多く含まれて

いる。本日も紙資料が多いがペーパーレス活動

はしているのか。 

事業系多量排出事業者に対しては，立入調査で

の指導の実施や減量計画書の提出を求めるな

かで推進している。 

 

【福山市一般廃棄物処理基本計画策定について（諮問）】 

 福山市長から会長へ諮問書が提出された。 
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【議事（２） 福山市一般廃棄物処理基本計画（素案）について】 

 事務局より，福山市一般廃棄物処理基本計画（素案）の概要及び福山市一般廃棄物処理基本計画（素

案）について説明後，質疑応答，審議がされた。審議後，会長より今後のスケジュールが説明された。 

質 疑・提 案（委員） 応 答（事務局） 

取組施策⑮の取組内容に「・・・品目及び

処理方法を限定した一般廃棄物処理業の許可

等を行う・・・」とある。過去に工場の剪定

枝等を処理しようとした時に，他市では業者

が見つかったが，福山市では見つからず困っ

たことがある。今後はこのような場合の処理

を市内でも許可していくということか。 

公共施設から発生する剪定枝についてはシ

ルバー人材センターへ処理委託している。ま

た，シルバー人材センターが独自に行ってい

る事業は，自ら排出したものを自ら処理を行

っているものとして整理されている。今後は

民間の活力を活用する中で適正処理を進めて

いくよう処分業の許可を認める方向で検討す

る。 

生ごみの減量対策が重要と考えているが，コ

ンポスト等の活用を個人単位ではなく自治会

単位で活用，推進するなど地域単位での補助

制度等を検討してはどうか。 

個人対象としては「生ごみ処理器補助金制度」

があるが，地域協働による肥料化等は有用で

あるので今後検討したい。 

事業者を対象とした大型生ごみ処理器導入に

対しての補助制度などが効果的と思うがどう

か。 

検討をした経過はあるが，他市町状況では需

要が少ない状況にある。しかし，ごみ組成調

査では生ごみが多い現状であることから，施

策番号⑬「事業系ごみの資源化の推進」の取

組内容のとおり，事業者にとって魅力のある

仕組みづくりを検討していく。 

施策番号⑪「紙類の更なる資源化の推進」に

ついて，古紙回収への参加については，個々

のライフスタイルや世帯構成に合わせた「出

しやすさ」が必要と思うがどのような取組を

検討しているのか。 

公共施設の拠点の拡充を検討している。また，

情報発信を工夫し取組を促進させていく。 

資源ごみの収集日（びん・缶・金属）に紙も

一緒に収集してはどうか。また，Ｐ２１に「一

部地域において・・・紙ごみを別回収・・・」

とあるがどういうことか。 

混載すると資源化が困難となるほか，収集車

両の故障につながる。また，別収集するとな

ると人員や車両の課題がでてくる。 

紙ごみについては，試行的に一部地域で別収

集している。 

生活学校連絡協議会では，食品ロスについて

２年前から研究している。廃棄する前に「フ

ードバンク」として活用するなどの無駄をな

くす取組が大切である。 

施策番号③「生ごみ減量化の推進」のとおり

取り組む。 
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「再利用が可能な町内清掃土も搬入されてい

る。」とあるが，どのような再利用方法なのか。 

搬入される清掃土は水路の清掃で発生したも

のであり，水分が多く腐敗が進んだ泥状のも

のが大半であるが「土砂」である。ある程度

の質であれば残土の再資源化の手法を用いて

再利用ができるので，課題意識を持ち，具体

方法について検討していく。 

紙ごみの資源化について，他市事例では協力

者へトイレットペーパーを配るなどの工夫に

より推進している。その様な検討はあるのか。 

福山市では資源回収推進団体補助金制度とし

て，自治会等団体に対して８円／キロを補助

し，協働視点で資源回収を推進している。 

小型家電の回収について回収業者の育成など

は検討していくのか。 

小型家電リサイクル法施行（平成２５年）に

より，国が指定した業者への引渡しのみが認

められている。現在指定業者と連携した拠点

回収方式での回収を検討している。 

ごみ固形燃料工場の耐用年数はどのくらい

か。また，終了後はどのような計画か。 

リサイクル発電事業とセットでの事業で事業

期間は１５年間となっているが，施設状況等

により事業延長も検討に入れ，今後の施設整

備計画で示していく。 

（会長）今後の意見集約方法について，パブ

リックコメント募集に合わせ，意見等を委員

各自で事務局へ出す方法でよいか。 

全委員，事務局ともに了承された。 

 

【議事（３）その他】なし 

 

 

閉 会 


